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中で、他のメラノーマに発現し、B16 に発現していないsyntaxin2,3 に着目し、syntaxin2,3 強制
発現B16細胞におけるメラニン分泌量測定を行った。その結果、syntaxin2 では変化が見られ
なかったが、syntaxin3 においてメラニン分泌量の劇的な減少が見られた。免疫染色による局
在解析では、syntaxin3 とSlp2-aが一部のメラノソームとの共局在が確認されたが、syntaxin3
とSlp2-aの共局在は確認できなかった。しかし、共免疫沈降法によるSlp2-a-syntaxin相互作
用の検討では、syntaxin2,3においてSlp2-aと共沈降することが確認できた。以上の結果より、
syntaxin2,3 とSlp2-aは相互作用する可能性があり、特にsyntaxin3 とSlp2-aとの相互作用が
B16におけるメラニン輸送・分泌に重要な役割を荷うことが示唆された。 
